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※2 患者本人以外の健常人の細胞から作製した iPS 細胞。事前に細胞を作製しておくことができるため、治療に用いる際に高い利便性がある。 

※3 細胞傷害性T 細胞と呼ばれる T 細胞の一種。体内のウイルスやがん細胞などの異物を攻撃する。 

※4 移植片対宿主病。移植片にとって、レシピエント(臓器受給者)の体は異物と認識される。ドナー(臓器提供者)の臓器が、免疫応答によってレシ

ピエントの臓器を攻撃することによって起こす症状の総称。 

※5 2014 年7 月に iPS 細胞関連技術の応用研究や事業化支援等を目的に設立された会社。2016 年2 月には国内初の国家戦略特別地域事業者   

として創薬分野などにおける iPS細胞技術の更なる応用に取り組むなど、事業領域を拡大している。 

 

 本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 
【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 

【その他】              再生医療事業部             TEL 03-6271-3030 


